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＠ソウル(10 月 15 日)見学ルート 
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ウォンダン地区建替
高層住宅(大林建設) 
位置：ソウルの北 50km 
敷地：73,753.50 ㎡ 
延床：266,939.06 ㎡ 
住戸：1,486 戸 
階数：30 階建て 21 棟 
駐車場：約 1.4 台/戸 
(地下 2 層自走式) 

従前中層団地 

太陽光発電 

風力発電 コミュニティセンター 

管理センター 

＠ソウル(10 月 16 日)見学ルート 
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(韓屋プランを継承か) 

主寝室 

隣接高校の生徒が利用する
バスケットコート 

競争により過剰気味の共用施設(ゴ
ルフシミュレーターは必須アイテム) 

２住戸連結(親世帯+子世帯) 
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旧営団エリアは商業地域 再開発計画 

↑ 
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おばあさんの一人暮らし住戸 



2010 年 10 月 15･16 日 

住宅地計画小委員会＠ソウル 

名称：ソウルの韓屋 

概要 

韓屋について、中央に大庁を配した一文字型の開放的な住宅と理解していた。今回の視察で、中庭をコ

の字型に囲む都市型居住タイプの韓屋を沢山見学することができて幸運であった。この住宅について思

ったことを以下である。 

コメント 

① 入口の構え方  

② 韓屋の入り口扉を開けると、いきなり私的空間につながる構え方が気になった。一般的な都市型住

宅では、セミパブリック的な要素が、街路と住宅のつなぎに部分に設けられていて直接プライベー

トな空間につながる例はすくないのではないか。(照壁にあてたり、入り口を折れ曲げたりするこ

とで内部を直接覗けないプランになっている) 

③ 見学した韓屋の中庭の多くの事例が、単一の中庭を囲む住居例が多かった。イスラムや古代ローマ

のドムス、北京の四合院の中庭型住宅では、接客対応の中庭と私的生活対応の中庭をうまく使い分

けているものが多い。生活スタイル、公・私のとらえ方に違いがあるのであろうか？ 

④ 現代の集合住宅との関連 

韓国の集合住宅のプランは、日本のそれに比べて極めてすぐれている（写真１）。富井先生の説明

で、現代の韓国の集合住宅プランンは住み手の要求で、2 戸一で EV・階段を設け北側廊下プラン

は市場が受け入れないとのこと、居室の二列配置としすべての居室が直接屋外に面していること

が、-基本条件となっていることを理解した（写真１）。日本ではなぜできないのか？ 韓屋の中

庭を現代の集合住宅の居間に置き換えたプランであるという富井先生の説明はわかりやすかった

が、実際には複列型の韓屋のプランもあり、その大庁を居間に置き換えた間取りに類似していると

思った(写真２)。 

⑤ 中庭型住宅プランの変遷 

韓屋の中庭を内部化して使っているものが多かった。長く、住まいを使いまわしていく上で、住宅

は余力を持つ柔らかいプランである必要があり、中庭がその役割を果たしているのであろう。一方

で中庭は本来の中庭として現在でも使ってほしいと願っている。最後に見学した 2 戸の韓屋を一体

的に修復したカフェのような使い方ができればベストである（写真３）。 

 
写真･図面等 
 
写真１ 韓国の民家         写真２ 杏堂洞地区の開発プンフレット   写真３ 
     申栄 勲著 

氏名              三谷 幸司      



2010 年 10 月 15･16 日 

住宅地計画小委員会＠ソウル 

名称：韓屋の中庭と戸外生活の楽しみ 

概要 
韓国の伝統的木造家屋・韓屋(ハノク)の中庭は、眺めるだけでなく、楽しんだり利用したりできる私的な戸外の領域
を確保するものとみえた。また、市場の屋台、路地の縁台など、日本と異なる戸外への関わり方が観察できた。 

コメント 
韓屋の中庭 

【写真 1】【写真 2】は、カフェとギャラリーに転用された韓屋の大小 2 つの中庭である。曇り空の夕方であったが、
白い壁が日光を拡散していたせいか、住宅部分の小さい中庭でも薄暗い感じはしない。周囲から切り取られたよう
なこの場所は、静謐で居心地のよい、｢水入らず｣な空間となっていた。テーブルと椅子が置かれていることから、日
本の坪庭と異なり、眺めることより、そこで過ごすことが自然なのであろう。 

【写真 3】【写真 4】もカフェに転用された韓屋の中庭である。三方を木造の建物が囲み、一方が壁を背景とした植
栽のある部分となっている。繁華街にありながら、この中庭も切り離されたように穏やかな場所である。植栽を丁寧に
配し、縁側に鉢植えを置くなどして、緑豊かな小さな別世界を構築している。 

これらの中庭では、日当たりや南面ということはおそらく重視されていないだろう。戦前の日式の戸建住宅団地の
南に庭をとり南に開いた住戸プランが、韓国流に住みこなされ、その特徴を失っていったこと(注)を知り、韓国では日
本ほど南や直射日光に思いいれがないのかと感じた。ソウルの緯度は、日本では福島あたりである。東京の気候と
比べて、ソウルは冬がより寒く、夏の降水量が多い以外は大きな違いはなさそうである。日本で、南向きへのこだわり
を捨てて、あの穏やかな小宇宙を住宅に取り込んでも大丈夫だろうか、と憧れ半分心配半分で想像してしまう。 
(注)冨井正憲｢朝鮮住宅営団の住宅に関する研究(2)(梗概)｣(住宅総合研究財団研究年報 No.16、1989 年)pp.79-89 

日本と異なる戸外への関わり方 
今でも日本の下町では、縁台が軒先にあって、将棋を指す人や涼んだりする人を見かけることがある。しかし、そ

れは稀なことで、高層マンションが建ち並びつつあるソウルでも【写真 5】のような縁台のある空間は、絶滅危惧種か
もしれない。日本の縁台より大きく、たたみ一枚よりちょっと大きい位で、人々はここで食事の支度をしたり、仲間と集
ったりと、居間の延長のような生活空間となっている。この縁台は、住宅内部にあるものが外部に緩やかに流れ出す
仕掛けである。外部世界との接触点でもある。このようなウチとソトとのつながり方、仕切り様は、整然とした現代日本
の戸建住宅団地やマンションにはないものである。このようなシンプルな仕掛けでも、住宅とマチの関係のとり方は
案外びっくりするほど調整できるのではないか、と魅力を感じた。 
 東京で、断熱のない古い木造住宅に 4 年住んでみて、実は本当に凌ぎ難いのは、日本の場合、真冬だけではな
いかと感じた。窓を開け放して気持ちのいい季節の方がずっと長いのである。近年、日本人は断熱や空調で室内気
候を掌握することに血道をあげ、外気との気楽な付き合いを忘れがちになっているかもしれない。その点、ソウルで
出会ったいくつかの場所【写真 6】【写真 7】は、ソトの気持ちよさを当たり前に享受していて、うらやましかった。 
 【写真 8】は高層マンションの室内化された広々としたバルコニーである。このような屋外でもない室内でもない、ウ
チとソトの緩やかな移行空間も、寒さ対策だけでなく、韓国流の戸外への関わり方を示唆しているように見えた。 

写真･図面等 

   
【写真 1】｢流歌軒｣大きい中庭    【写真 2】｢流歌軒｣小さい中庭    【写真 3】カフェ｢仁寺洞｣中庭    【写真 4】カフェ｢仁寺洞｣中庭 

 

   
【写真 5】縁台のある路地       【写真 6】広蔵市場の屋台      【写真 7】掘っ立て小屋風食堂    【写真 8】ウォンダン地区建替住棟 

氏名       阿部順子(椙山女学園大学)       
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